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ジャケットのレグトップ部には、航空機の繰
り返し荷重により、大きな応力が発生します。
そこで供用時には、ジャケットのレグトップ

部に設置したひずみ計を用いて、航空機載荷時
の発生応力を定期的に確認します。

平成22年 ２月５日

■現場日記■ 第６０号 担当：鈴 木 大 介

埋立部 桟橋部

接続部 連誘部

環境 その他

工種名：
レグトップひずみ計設置

現在建設中のＤ滑走路には、施工中、供用後の挙動をモニタリングするため
に、空港島の各所に計測機器が設置されています。今回は、桟橋部（滑走路直
下）のジャケットのレグトップに設置したひずみ計についてご紹介します。

■ 動態観測 ～桟橋部編 レグトップひずみ計～ ■
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to be continued…
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①設置箇所確認

レグトップひずみ計：レグトップ片側に2基、計4基設置
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